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論 文 内 容 の 要 旨 
 何娟娟氏の博士論文は、清朝末期において中国が日本製紙幣を導入したことについての
研究である。その構成と内容は次の目次の通りである。 
目 次 
序論 
第一部 清末中国における幣制改革 
第一章 清末中国における幣制改革の道程 
第二章 清末中国における銀行制度の確立 
第二部 清末中国における日本製紙幣の導入 
第一章 清末湖北省における日本製紙幣の導入 
第二章 清末山東省における日本製紙幣の導入 
第三章 清末湖南省における日本製紙幣の導入 
第四章 清末直隷省における日本製紙幣原紙の導入 
第五章 清末広東省における日本製紙幣の導入 
第六章 清末広西省における日本製紙幣の導入 
第七章 清末上海における日本製紙幣の導入 
結論 
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以上、清政府は 1644 年に全国を統一するに際して、明代以来の貨幣制度を踏襲した。その伝
統的な貨幣制度は周知のように、秤量貨幣である銀両と制銭を併用したものであった。高額には
銀両を用い、小額に銅銭を用い、銀が財政貨幣として使用された「銀銅複本位制」である。 
アヘン戦争以降、外国との貿易を展開すると共に、外国の侵略勢力の範囲が広がり、清朝の全
国各地においても交易が拡大した。そのため、全国の統一市場に合わせる本位貨幣が必要にな
った。 
同時に、市場に便利な外国銀元の出現がその要求を満足させていた。道光期になり、外国銀元
の輸入数量が徐々に増え、日常的に使用されていた。しかし、中国の銀両が大量に流出し、外国
の銀元が大量に流入する厳しい状況を清政府が無視できなくなったため、清政府は銀元の重要
性を意識し、困難を改善するために銀元の鋳造を許可した。 
しかし、清政府は銀元鋳造の統一基準を定めていなかったため、各省が鋳造した銀元の様式と
品質は揃っておらず、各省の省名も銀元の表面に表示されたため、各省で鋳造された銀元は、全
国に流通させることができなかった。 
清代の制銭は、中央政府の戸部と工部が鋳造する以外に、各省は自ら官銭局を設立し、区別
するために、各自の局名付きの制銭を鋳造するやり方であった。地域の制限により、制銭は流通が
不便になり、各地の計数方法と品質はまったく違っていた。さらに、民間にも私鋳の制銭が出現し、
“局私”、“民私”は、大量に市場に溢れて、“天下通行銭、公私各半”までに達していた。大量の悪
質制銭が市場に溢れていたため、“銀貴銭賎”の現象が出現し、制銭制度もさらに混乱し、市場経
済の発展にも不利であった。 
1851 年（咸豊元年）太平天国の乱により、清政府は田賦などの租税だけでは軍事費を調達でき
なかった。それに制銭鋳造の原料が不足し、銅の価格が上昇し、鋳造利益は徐々に減少してきた。
これらの原因により、清政府は大銭の鋳造を解決手段とする計画を立てた。しかし、民衆に拒否さ
れて、大銭制度は失敗した。 
その後も、さまざまな鋳造手段を講じたが、いずれも失敗に終わっている。そして、アヘン戦争以
降は、外国資本の侵入に伴い、清朝の貨幣については、制銭から銀両への変更が行われたが、
銀が大量に外国に流出し、危機な“銀貴銭賎”の現象が出現した。そのため、清政府は通貨切り下
げの政策として、大銭と銅元を鋳造したが、逆にインフレーションになり、これらの政策は失敗した
のである。 
アヘン戦争以降、最初に中国で設立された外資系銀行は、イギリスの東方銀行で、同銀行は
1845 年に香港、広州で支店を、1847 年に上海に支店を開設した。その後、フランスの銀行、ロシア
の対外貿易銀行、日本の東京第一国民銀行などの進出があったが、結局、イギリス銀行が中国を
制覇した局面はほとんど変わらなかったのである。イギリスの銀行が中国を寡占する局面を打ち破
ったのは、ドイツの徳華銀行及び横浜正金銀行の設立であった。1870年代以降、とりわけ、甲午戦
争以後、外資系銀行は中国に進出を速めた。この時期に外資系銀行は、続々と中国で設立され
た。 
19 世紀の末期までに、外国の銀行はほぼ 50 年間にわたり、中国の経済を操縦し、中国の国際
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為替業務と国内金融市場を独占し、借款を通し中国の財政をコントロールし、中国の権益を大量
に奪取した。当時の中国がそれに対抗できる新式な金融機関はまだ出現していなかった。外資銀
行と金融資本の侵略は、客観的に中国銀行業の出現に刺激を与えたが、国内で銀行を創業する
声が上がった。 
清政府は、不平等条約により、巨額の負債を抱え、財政困難に陥り、経済的に資金の供求を求
め、新式銀行の融資機能に着目した。そして、光緒 23 年 4 月 26 日（1897 年 5 月 27 日）には、中
国通商銀行が正式に成立した。 
いずれにしても、上記のような貨幣混乱の状況と金融経済の問題を改善するために、主な省で
は地方官により、様々な幣制改革が行われた。結局、貨幣混乱がもたらした経済困難を改善する
ための方法として、清朝は、日本政府の印刷局から日本製紙幣や日本製紙幣の原紙を導入する
ことになったが、これについての研究はこれまでほとんど行われていない。そこで本研究では、主と
して、張之洞とそれに倣った袁世凱による日本製紙幣や日本製紙幣原紙の導入について明らか
にするものである。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
清朝末期における貨幣混乱の状況と金融経済の苦境は深刻で、この問題を改善するために、
主な省では地方官により、様々な幣制改革が行われた。その中で、最もよく知られているのは、張
之洞による日本製紙幣の導入と、それに倣って、やはり日本製の紙幣の導入および日本の原紙の
導入を行った袁世凱の幣制改革であろう。本研究は、こうした清朝末期における日本製紙幣ある
いは原紙が、どのような状況下で、どのようなやり方で導入されたかを実証的に明らかにした。 
中国の幣制に関しては、これまで中国や日本の研究者を中心に次のような成果がある。すなわ
ち、張家驤『中華幣制史』、黒田明伸「清末湖北省における幣制改革」、劉四平、李細珠「張之洞
与晩清貨幣改革」、李守良「袁世凱与直隷新政中的財政運作（1901—1907）」、沙偉「晩清時期湖
南官銭局紙幣」などである。 
しかし、これらはすべて中国国内の貨幣問題、幣制改革に関連した内容であり、貨幣混乱がも
たらした経済困難を改善するための方法として、日本政府の印刷局から日本製紙幣や日本製紙
幣の原紙を導入した研究についてはこれまで行われていない。その観点からいって、中国各地域
における日本製紙幣の導入と幣制改革に焦点を当てた何娟娟氏の研究は、きわめて重要で、この
テーマを採り上げただけで、一つの研究成果だといってもよい。資料収集は徹底しており、非常に
実証的な手続きの下、導入紙幣の枚数はもとより、網羅的な調査結果を得られたことは特筆に値
する。 
ただ、各審査委員から出された問題点は、まず、博士論文全体の構成に弱点があるということで
あった。具体的に指摘すると、まず、序論の内容が、本研究の核心をついた問題提起になってい
ないために、結論が曖昧になってしまったといってよい。つまり、資料の紹介という実証的な手続き
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は立派であるが、それらを整理し、そこから本質的な解答を得ることに必ずしも成功していないとい
うことになる。 
ともかく、アヘン戦争以降、外国資本の侵入に伴い、清朝は、制銭から銀両に変えて対応したが、
銀の価値の上昇下降が安定しなかった。そして、銀が大量に外国に流出し、危機的な“銀貴銭賎”
の現象が出現した。そのため、清政府は通貨切り下げの政策として、大銭と銅元を鋳造したが、逆
にインフレーションになり、これらの政策は失敗したのである。そのために考案されたのが、張之洞
とそれに倣った袁世凱による日本製紙幣の導入であったが、とくに袁世凱においては、各地方が
群雄割拠する中、中央政府として清朝全体をいかに安定させるかは、喫緊の課題であったはずで
ある。本研究では、こうした情勢をも視野に入れて議論を深める必要があったと思われる。 
また、袁世凱の改革は、いわば競争相手の日本に自国の紙幣を製造させるという一国の主権に
かかわる重大な問題でもあった。何娟娟氏は、袁世凱が、日本に印刷を頼まず、原紙のみを輸入
したことに触れて、「袁は対面を考えたのかもしれない」と言及しているが、袁世凱の政治的野望が、
この幣制改革とどのように関わっていたのかは、清朝末期の政治・経済史にとって、まことに興味深
い問題だといわざるをえない。 
さらに、日本製紙幣が、どのように中国民衆の信頼を得たのかということも、貨幣流通史にとって、
きわめて重要な課題である。こうした問題にほとんど触れず、半ば表面的かつ機械的に資料をまと
めて博論としたことが惜しまれる。 
何娟娟氏は、重要な資料を手に入れたので、今後はさらに広い歴史的構想力と深い歴史的分
析を行うことで、研究者として大成する可能性を秘めている。非常に重要なテーマを扱った博士論
文であることを高く評価したい。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
